
2第５章 書き方の形式(4)  その４ 表や図の書き方 

0．p187 ３．区切り線・枠線 

枠線の使用ではページの最終行に開きの枠線だけ、表などのタイトル（見出し）までしか入らない場合

は、枠線から次のページに移すとありますが、区切り線の場合、区切り線を書き、見出しまでが最終行に

来た時の点訳で悩んでいます。 

区切り線は本文と区切るための線ですから区切り線が最終行に来ても良いとあります。でもここに見

出しが最終行にくるときはどうしたらよいかと悩みます。 

区切り線を使わない時は見出しだけ前のページに残さないと書かれている箇所がありこれには該当

しないと考えて良いのでしょうか。 

 

【Ａ】 

区切り線をご使用ということですが、区切り線は、「てびき」p187 にあるように、本文中の章・節などで

ページ替えをする際の区切りに用いるもので、行頭・行末のあけ幅を揃えて中央に書くものです。区切

り線の下は、ページ替えですから、ご質問のような悩みは出てきません。区切り線の次の行に行をあけ

ないで見出しが来ることは一般には考えられません。 

ご質問が仕切りのための線であった場合、仕切り線の次の行に５マス目から「写真説明」「注」などの見

出しを書く場合は、その見出しは、一番下の行には書かず、次のページの１行目に書くことになります。 
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